て 云う 謝罪の 言葉 を 考えながら 黙然と 立 つ ていた。 

「王宙 が 帰って来 たと 云う のか、 待ち兼ね ていた、 取 

次ぎ も 何にも 入る もの か、 さあ、 早く あがって 来る が 

ヽ ヽ I 

レレ」 

おぼえ あしおと 

聞き 覚の ある 張鎰の 声が して、 そそく さと 跫 音が 

した。 宙は 不思議に 思って 顔 を あげた。 伯父の 張鎰が 

機嫌の いい 顔 をして 立って いた。 

「さあ、 他人行儀 はいらん こと だ、 早く あがる がいい、 

伯母さん もお 前の こと を 云って 待ち兼ね てる」 

あいす ま 

「ほんと に 相 済ん こと をいた してお ります、 今日は、 

お詫びに 帰りました」 
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